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＜説明会まとめ＞

　今回試行される地域連携パスに、病院だけでなく無床診療所も多く参加していることには正直驚いた。今回は脳血管障害に関する試行パスだが、今後さまざまな領域に地域連携パスを導入しようというのが県の意向である。精神科疾患に関するパスがいつ導入されるかは不明だが、当院も痴呆性疾患治療病棟を有しているだけに対象患者様が圏域の他病院から紹介されてくる可能性はある。また、医療の標準化が叫ばれている今、当院でも積極的にパスの作成及び導入を進めなければならないと強く感じた。

　この地域連携パスは、県を中心に医師・看護師・理学療法士・事務員等を含む検討会及びワーキンググループが作成したものである。ゆくゆくはどの医療・保健・福祉機関においても同様の治療が行われることがパスとしては正しいのかも知れないが、それは現時点で現実的ではない。そのため、各医療機関で作成しているパス（あるいは各医師の方針に基づいた治療）と並行でこのパスを導入する形となる。このパスを導入することにより、各医療機関での情報共有および効率のよい医療・保健・福祉サービスの提供、そしてなによりも患者様やご家族が理解できる（納得できる）サービスの提供が目的である。

　説明会に参加した看護師から、「パスに治療などがかかれていない！」「今までの情報提供書の代わりになるのか？」などの質問があったが、それらは今回の試行パスの目的には合致しないと考える。今は、このパスを地域共通の言語として使用することができるように情報収集することに重点をおいて作られている。

　確かにバリアンスなど受け止め方によって多様な捉え方ができると思うので、今回のパスでうまく抽出できるかは疑問であるが、入院時の説明の段階から今後の受け入れ施設そして在宅ケア担当者が一緒にケアサービスの内容を検討し、家族と共に考えることができる基盤をつくったことに大きな意味があると考える。

当院の各Ｄｒには地域連携パス試行導入について情報提供してあるが、対象患者様が紹介されてきた場合には積極的に協力していきたい。また、これを機に当院職員全員にクリニカルパスについて理解してもらいたい。

＜説明会要旨＞

　この地域連携パスは、10月に当院の法人研修に来てくれた青森県健康福祉政策課　舘田氏が、青森県立保健大学　助教授　上泉和子先生を中心に普及を図ってきたものである。説明の内容は、10月の法人研修の内容を簡単にしたものであった。

　地域連携パスの定義は「急性期から慢性期に至る医療機関の連携パスを地域まで延長し、保健・医療・福祉のサービスを連動させること」である。

　パスの施行期間は平成１8年2月～3月の2ヶ月間。2月～7月までは情報収集及び試行評価の期間である。今回の地域連携パス試行に参加した医療・保健・福祉機関は八戸圏域の７５の施設である。

（資料添付）










